





























































































































　伊豆諸島の中では伊豆大島についで 2 番目に大きな島で、面積 69.52㎢、周囲















　尚、本稿で使用するデータは、主に 2005 年および 2009-2011 年度科学研究費





















れは、3.3m/s となっており、八丈島の方が 2.3m/s 強い。また、日最大風速が
















　３−１  上浦の K 家のイシバサマ信仰
　中之郷地区は、東山（三原山）の南斜面上に集落が形成され、その中でも上浦






















































































































































　　K.Y によると、江戸期の K 家の様子を伝承に基づいて書いたものであると
いう。隠居屋の存在やタビ小屋（他火小屋、生理や妊娠時に籠る小屋）、高倉
などが記され、伝統的な八丈島の屋敷地の形態を示す図となっており、資料的
価値も高い。
　　イシバサマとその回りの森の様態は現在に至るまでほぼ変らない。また、主
屋、「観音堂」の位置や、回りの樹木の様態も同様である。但し、隠居屋、タ
ビ小屋、高倉などは、現在なくなっている。
ⅲ　K 家の「観音堂」を持仏堂と捉える研究もある。それに関しては、（森　
2009）を参照されたい。
ⅳ　イシバサマとは呼ばれていないが、モリギの根元に御幣があげられている。
ⅴ　イシバサマを含むその周辺の森のことを K 家ではこのように呼ぶことがあ
る。
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